
※出演者は予告無く変更になる場合がございます。

「広島神楽」定期公演へようこそ！
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西 川  博
西 川  幸 治
西 原 弘 明
中 矢  和 明

・・・
・・・
・・・

大 蛇
大 蛇
大 蛇

佐 伯  剛
奥 崎  尊
荒 川  公 希
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市 川  雅 裕
橋 本  一 登
荒 川  幸 雄
荒川  留美子

大太鼓
小太鼓
手打鉦
　笛　
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三 木  清 正
大 野  貢
植 野  智
西川  美代子

　出雲の国に暮らす足名椎（あしなづち）・手名椎（てなづち）老夫婦には八人の娘がいました。しかし年毎に一人またひとりと大
蛇に飲み取られ、七人まで娘を失いました。そしていよいよ八人目の姫が飲み取られる季節となり、老夫婦と八人目の姫・奇稲田姫
（くしいなだひめ）は嘆き悲しんでいました。そこへ高天原（たかまがはら）から舞い降りた素戔嗚尊（すさのおのみこと）が通りか
かり、その訳を聞きます。
　尊は、大蛇退治を決め、老夫婦に八塩折（やしおり）の毒酒を造らせ酒を入れた樽の後に姫を立たせます。やがて、どこからとも
なく大蛇が現れ、毒酒に映った姫の影を飲み干していきます。酔いの回るほどに暴れ狂い、しだいに酔い伏してしまいます。これ
を待ち構えていた尊は、壮絶な戦いの末、大蛇を退治します。
　大蛇の腹を切り裂くと、一本の刀が出てきます。これを天叢雲剣（あめのむらくものつるぎ）と名づけ、天照大神（あまてらすおお
みかみ）に捧げます。そしてめでたく奇稲田姫を妻とし、平和で豊かな出雲の里で暮らしていくという物語です。

第二幕『八岐大蛇』（やまたのおろち）
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源 頼 光
渡 辺 綱
白 妙

奥 崎  尊
小 田  翔 太
西 川  博

大太鼓
小太鼓
手打鉦
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大 野  貢
荒 川  公 希
土 田  靖 博
西川  美代子

　平安中期、京の都は、長雨、疫病、盗賊の横行など不穏な世情が続いていました。
　都・羅生門で渡辺綱（わたなべのつな）に茨木童子（いばらぎどうじ）の左腕を切り取られた酒呑童子（しゅてんどうじ）は、子分
可愛さの念に惹かれ、綱の乳母・白妙（しらたえ）の身体に取り入り、自らがその白妙に化けて綱の屋敷に入り込むと、ついにその
腕を取り返します。
　綱は主君・源頼光（みなもとのらいこう）の助けを得てこの妖鬼と戦いますが、鬼たちは虚空飛天（こくうひてん）の妖術で、大江
山へと飛び去っていくという物語です。

第一幕『羅生門』（らしょうもん）

宮崎神楽団プロフィール ～広島市安佐北区～
　明治の終わり頃、秋祭りには安芸高田市（旧高田郡）方面から神楽団の方々にお願いし、奉納していました。（古老先輩の
談）このことに着眼し、大正初期頃、氏子から同好の者を募り、舞いの師事を得て「日進神楽団」として発足しました。戦時下
で一時中断しましたが、昭和27年、当時は他の神楽団の衣装を借りての舞でしたが諸先輩が記録誌、用具（小物）を整え「志
路神楽団」と改名しました。
　その後、昭和34年に地区内外の方々に多大なるご協力を戴き念願の衣装が完成しました。そして、地元の宮崎八幡宮の名
前を拝し、「宮崎神楽団」と改名し、現在103年目に至っています。　未熟ではございますが、稽古を重ね後継者の育成に邁進
してまいります。

みやざきぐらだん


